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 昨今、日本各地で豪雨災害が頻発しており、さらなる対策の必要性が高まっている。水害対策の一環で

八王子市の豊かな自然環境をグリーンインフラとして、市民の憩いの場となりうる雨水の浸透を目的とし

た「雨庭（レインガーデン）」の設置を提案する。 
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１．はじめに 

昨今、日本各地で豪雨災害が急増し、それに伴

う洪水被害が甚大になっている。八王子市でも防

災対策が進んでいるが、八王子市の持つ自然環境

を活かしたグリーンインフラの利用には、さらに

発展させる余地が多い。私たちのゼミでは、自然

環境の水や空気の循環の重要性について学んでき

た。その学びを八王子市政の改善に接続させるべ

く、八王子市の水害対策の一環として、自然環境

を活かしたグリーンインフラである、「雨庭（レ

インガーデン）」を提案する。 

 

２．現状分析と課題 

 「八王子市水循環計画」では、2031 年までに

床上浸水ゼロの目標を掲げている。「八王子市の

総合的な治水対策」によると、流域対策として、

公共施設や民間施設への貯留浸透施設の設置、緑

地の保全、流域治水関連法の活用があげられてい

る。しかし、雨水貯留浸透推進計画(2015) によ

ると、雨水貯留浸透施設の設置割合は 2015 年(当

時)で 33％に留まっている。緑地の保全に関して

は、浸水・貯水機能の高い田畑の保全や雨水浸透

機能を持った街路樹の整備などの例があげられて

いるが、人口が集中している中央地域は、他の地

域と比較して緑地面積や一人当たりの都市公園面

積が少ないことが課題となっている。ハザードマ

ップでは八王子駅周辺の地域では最大 3m 規模の

浸水が発生する恐れがあることがわかる。実際

に、令和元年の東日本台風の際には広範囲の内水

氾濫が発生した。このような災害を未然に防ぐ機

能を中央地域に持たせるべきだと考え、中央地域

に浸水機能を有した緑地または公園の開発を提案

する。以下、提案内容である。 

  

３．政策提案 

私達は内水氾濫の危険性がより高く、人口に対

しての緑地・公園が少ないといった課題を持つ中

央地域において、雨水の浸透を目的とした緑地「雨

庭」の設置を提案する。防災の先進的な取組が評価

されている京都市の事例を参考に、想定できる設

置イメージは以下の 2 パターンある。 

 

（１）植栽周辺に設置する州浜 

雨水の地下浸透を促進するため、道路などアス

ファルト周辺に緑地である植栽と、道路と植栽を

繋ぐ空間に砂利を敷き詰めた「州浜」を設置す
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る。その際、道路の縁石の一部に穴あきブロック

を使用し、アスファルト上の雨水を雨庭に流れや

すくする。 

出典: 京都市情報館(2024)『雨庭とは…』 

 

（２）雨庭を整備した公園：Ex.都立明治公園 

（１）で提示した州浜と雨水の吸収を促進する

植栽を公園に導入することで、公園を水害対策の

一つの拠点にすると共に、都市部で不足する公園

の整備の促進に繋がるものと考えられる。 

 

 

出典:中川(2023). ｢東京都発の Park-PFI『都立明

治公園』がオープン｣.新・公民連携最前線. 

  

上記 2 点の緑化を促進する際に、より浸水機能

の高い土着の植物種を選定し、植えることを提案

する。 

 

4．期待される効果 

 雨庭の水害対策の機能は京都市情報館によると

以下の 3 点である。 

① 集水:水が浸透しない舗装面に降った雨水を集

める。 

② 貯留:浅い窪地に集めた水を一時的に貯える。 

③ 浸透:貯めた水をゆっくり地中に浸透させる。 

 現在の貯留浸透施設や場所が限定されている田

畑だけでなく、都市部の緑地にも、水の浸透など

の水循環を確保した「抜け」の機能をもたらすこ

とによって、下水への過度の雨水の流入を抑制又

は遅延させ、内水氾濫を防ぐ。 

八王子市の地質は主に関東ローム層という透水

機能に優れた土壌であり、雨庭による浸透機能を

十分に発揮することが期待できる。 

また、緑化の際にはその土地の健全な機能を維

持するために郷土樹木を植えることによって、地

域の景観の保全にもつなげることができる。その

上、都市緑地の種の選定次第によって雨水涵養機

能には明確な差があること(吉田・林・石川

2013)、並びに自然林地と都市化地盤では、土壌

の水分保持特性に違いがあり、自然林地では、中

小降雨でも深部への雨水の浸透が速いことが指摘

されていることから(虫明・岡・小池 1983)、雨庭

でできるだけ自然林地に近い状態を目指す。 

 

5．展望 

 今後グリーンインフラの普及の見通しが立って

いる八王子市にあって、「緑地に空気や水の循環

を確保する『抜け』の機能をもたらす」という政

策は、水循環に寄り添った本格的な治水対策にな

ると考え、本提案をここに示す。さらなる発展の

文脈では、八王子市の「まちなか緑化」の周辺地

域住民の緑化・手入れへの参画の仕組みを、雨庭

の長期的な管理にも応用していくことが期待でき

る。 
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